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日
本
資
本
主
義
の
歴
史
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
は
、
自
由
競
争
の

資
本
主
義
か
ら
独
占
資
本
主
義
へ
、
さ
ら
に
国
家
独
占
資
本
主
義
へ

と
い
う
レ
ー
ニ
ン
の
資
本
主
義
発
展
論
が
長
く
指
針
と
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
独
占
資
本
主
義
を
「
資
本
主
義
の
最
高
に
し
て
最
後

の
段
階
」
と
し
、
国
家
独
占
資
本
主
義
を
「
社
会
主
義
の
入
口
」
と

す
る
レ
ー
ニ
ン
の
議
論
に
は
、
現
実
の
歴
史
と
の
明
ら
か
な
乖か

い

離り

と

と
も
に
経
済
理
論
そ
の
も
の
と
し
て
も
大
き
な
問
題
が
含
ま
れ
た（

１
）。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
あ
ら
た
め
て
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
資
本
主
義
の
歴

史
理
解
の
骨
格
を
『
資
本
論
』
を
対
象
に
検
討
し
、
そ
の
上
で
社
会

発
展
の
主
体
的
推
進
力
で
あ
る
労
働
者
階
級
の
発
達
と
い
う
視
点
か

ら
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い（

２
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
は
「
近
代
社
会
の
経
済
的

運
動
法
則
」
の
「
暴
露
」
を
「
最
終
目
的
」（
①
14
）
に
、「
資
本
主
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義
的
生
産
様
式
と
、
こ
れ
に
照
応
す
る
生
産
諸
関
係
お
よ
び
交
通
諸

関
係
」
を
「
研
究
」（
①
11
）
し
た
も
の
で
、
資
本
主
義
の
発
展
を

歴
史
の
順
に
描
い
た
も
の
で
は
な
い（

３
）。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
「
運
動

法
則
」
を
暴
露
す
る
た
め
に
、
そ
の
内
部
に
分
け
入
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
資
本
主
義
の
具
体
的
な
現
実
に
対
す
る
様
々
な
認
識
が
、
多

く
の
場
合
に
は
暴
露
さ
れ
た
法
則
に
も
と
づ
き
整
理
さ
れ
た
形
で
含

ま
れ
て
い
る
。

『
資
本
論
』に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
発
展
史

１
　

マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
や
生
産
諸
関
係
・
交
通
諸

関
係
が
「
典
型
的
」
な
姿
を
と
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
イ
ギ
リ

ス
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
イ
ギ
リ
ス
が
私
の
理
論
的
展
開
の
主
要

な
例
証
と
し
て
役
立
つ
」
と
し
た
（
①
11
）。
以
下
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
資
本
主
義
の
歴
史
的
画
期
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し
た
骨
格

を
整
理
し
て
い
く
。

　
［
資
本
の
前
史
、
本
源
的
蓄
積
の
時
代
］

　

⑴
「
資
本
主
義
的
生
産
の
発
端
は
、
す
で
に
14
世
紀
お
よ
び
15
世

紀
に
地
中
海
沿
岸
の
い
く
つ
か
の
都
市
で
散
在
的
に
見
ら
れ
る
」

（
④
１
２
４
７
～
48
）。「
賃
労
働
者
の
階
級
」
は
「
14
世
紀
の
後
半
に

発
生
し
た
」（
④
１
２
８
８
）。
し
か
し
、
最
も
早
く
歴
史
に
登
場
し

た
「
イ
タ
リ
ア
」
の
労
働
者
た
ち
は
「
15
世
紀
末
以
来
の
世
界
市
場

の
革
命
」
に
よ
っ
て
自
ら
の
「
商
業
覇
権
」
が
覆
さ
れ
る
と
都
市
か

ら
農
村
へ
と
逆
流
し
た
（
④
１
２
４
８
）。

　

⑵
「
イ
ギ
リ
ス
で
は
農
奴
制
は
14
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
事
実

上
消
滅
し
て
」
お
り
「
15
世
紀
に
は
な
お
い
っ
そ
う
、
人
口
の
大
多

数
が
自
由
な
自
営
農
民
─
─
た
と
え
彼
ら
の
所
有
が
ど
の
よ
う
な
封

建
的
看
板
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
に
し
て
も
─
─
か
ら
成
り
立

っ
て
い
た
」（
④
１
２
４
９
）。
そ
こ
へ
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の

基
礎
を
つ
く
り
出
し
た
変
革
の
序
曲
（
が
）、
15
世
紀
の
最
後
の
３

分
の
１
期
お
よ
び
16
世
紀
の
最
初
の
数
十
年
間
に
奏
で
ら
れ
た
」

（
④
１
２
５
２
）。「
資
本
の
前
史
」（
④
１
３
３
０
）
す
な
わ
ち
「
資
本

主
義
的
蓄
積
に
先
行
す
る
『
本
源
的
』
蓄
積
」（
④
１
２
４
３
）
の
開

始
で
あ
る
。
本
源
的
蓄
積
の
過
程
で
「
わ
け
て
も
画
期
的
な
の
は
、

人
間
の
大
群
が
突
如
と
し
て
暴
力
的
に
そ
の
生
活
維
持
手
段
か
ら
引

き
離
さ
れ
、
鳥
の
よ
う
に
自
由
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
し
て
労
働
市
場

に
投
げ
出
さ
れ
る
瞬
間
で
あ
る
」（
④
１
２
４
８
）。
そ
れ
は
多
く
の

農
民
か
ら
の
土
地
の
収
奪
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
す
で
に
１
３
４
９

年
に
始
ま
る
「
労
働
者
規
制
法
」
は
、
彼
ら
に
使
用
者
に
と
っ
て

「
妥
当
な
賃
金
」
と
「
労
働
日
の
限
界
」
を
「
強
制
法
の
形
で
命
令
」

（
②
４
７
５
）
し
て
い
た
。
他
方
、
資
本
家
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
か

つ
て
の
独
立
自
営
農
民
を
農
業
賃
労
働
者
と
し
て
雇
い
、
穀
物
、
羊

毛
、
肉
な
ど
を
生
産
す
る
「
資
本
主
義
的
借
地
農
場
経
営
者
」
が
14

～
16
世
紀
に
ゆ
っ
く
り
と
（
④
１
２
９
７
～
98
）、
ま
た
「
産
業
資
本

家
」
は
15
～
16
世
紀
の
新
世
界
の
発
見
と
植
民
地
化
な
ど
地
球
的
規

模
の
激
動
を
き
っ
か
け
に
比
較
的
短
期
間
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

（
④
１
３
０
８
～
09
）。

　

⑶
「
資
本
主
義
時
代
が
始
ま
る
の
は
、
よ
う
や
く
16
世
紀
か
ら
で

あ
る
」（
④
１
２
４
７
～
48
）。「
世
界
商
業
お
よ
び
世
界
市
場
は
、
16

世
紀
に
資
本
の
近
代
的
生
活
史
を
開
く
」（
②
２
５
５
）。「
16
世
紀
お

よ
び
17
世
紀
に
」「
地
理
上
の
諸
発
見
に
と
も
な
っ
て
商
業
に
生
じ

た
、
商
人
資
本
の
発
展
を
急
速
に
高
め
た
大
き
な
諸
革
命
が
、
封
建

的
生
産
様
式
の
資
本
主
義
的
生
産
様
式
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
主
要

な
一
契
機
を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
疑
う
余
地
」
が
な
い

（
⑨
５
６
５
）。
こ
の
時
期
の
「
商
業
の
突
如
の
拡
張
と
新
し
い
世
界

市
場
の
創
出
と
が
、
古
い
生
産
様
式
の
没
落
と
資
本
主
義
的
生
産
様

式
の
興
隆
と
に
圧
倒
的
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
こ

と
は
逆
に
、
す
で
に
創
出
さ
れ
た
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
基
盤
の

上
で
生
じ
」
て
い
た
（
⑨
５
６
５
～
66
）。
こ
う
し
て
始
ま
る
「
お
お

よ
そ
16
世
紀
な
か
ば
か
ら
、
18
世
紀
の
最
後
の
３
分
の
１
期
に
い
た

る
」（
③
５
９
３
）
時
代
が
、「
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
が
資
本
主
義
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的
生
産
様
式
の
支
配
的
な
形
態
で
あ
る
時
代
」
す
な
わ
ち
「
本
来
的

な
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
時
代
」（
③
６
４
８
）
で
あ
る
。
生
産
様
式

の
あ
り
方
に
注
目
す
れ
ば
、
歴
史
的
に
「
資
本
主
義
的
生
産
の
出
発

点
」
を
な
す
の
は
「
多
数
の
労
働
者
が
、
同
時
に
、
同
じ
場
所
で
、

同
じ
種
類
の
商
品
を
生
産
す
る
た
め
に
、
同
じ
資
本
家
の
指
揮
権
の

も
と
に
働
く
」（
③
５
６
９
）
協
業
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
資
本
主
義

的
生
産
様
式
の
ひ
と
つ
の
特
殊
な
発
展
時
期
の
固
定
的
な
特
徴
的
形

態
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
ほ
ぼ
こ
れ
に
近
い
も
の
と
し
て
協
業
が

現
れ
る
の
は
…
…
ま
だ
手
工
業
的
な
初
期
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

に
お
い
て
で
あ
り
」
ま
た
「
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
時
代
」
の
「
大

農
業
に
お
い
て
」
で
あ
っ
た
（
③
５
９
２
）。「
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

ア
は
、
社
会
的
生
産
を
そ
の
全
範
囲
に
お
い
て
と
ら
え
る
こ
と
も

…
…
深
部
に
お
い
て
変
革
す
る
こ
と
も
」
で
き
ず
「
都
市
手
工
業
と

農
村
家
内
工
業
と
の
広
範
な
基
礎
の
上
に
、
経
済
的
作
品
と
し
て
そ

び
え
立
っ
て
い
た
」（
③
６
５
０
）。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
資
本
は
、

さ
し
あ
た
り
、
歴
史
的
に
与
え
ら
れ
る
ま
ま
の
技
術
的
諸
条
件
を
も

っ
て
労
働
を
自
己
に
従
属
さ
せ
る
」
の
で
あ
り
「
資
本
は
、
直
接
に

は
生
産
様
式
を
変
化
さ
せ
な
い
」（
②
５
４
９
）
ま
ま
だ
っ
た
。
本
源

的
蓄
積
は
継
続
し
、
そ
の
主
な
契
機
は
「
17
世
紀
末
に
植
民
制
度
、

国
債
制
度
、
近
代
的
租
税
制
度
、
お
よ
び
保
護
貿
易
制
度
に
お
い
て

体
系
的
に
総
括
」
さ
れ
た
。「
ど
の
方
法
も
、
封
建
的
生
産
様
式
の

資
本
主
義
的
生
産
様
式
へ
の
転
化
過
程
を
温
室
的
に
促
進
し
て
過
渡

期
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
国
家
権
力
」
を
「
利
用
」
し
た
（
④
１
３

１
１
）。
他
方
で
、
農
民
か
ら
の
土
地
収
奪
も
ま
た
19
世
紀
の
「
地

所
の
清
掃
」
に
い
た
る
ま
で
継
続
し
た
（
④
１
２
４
９
～
82
）。

　
［
資
本
主
義
の
確
立
、
産
業
循
環
の
開
始
、
資
本
の
千
年
王
国
］

　

⑷
「
ジ
ョ
ン
・
ワ
イ
ア
ト
が
、
１
７
３
５
年
に
彼
の
精
紡
機
を
発

表
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
18
世
紀
の
産
業
革
命
を
告
知
し
た
」（
③
６

５
３
）。
機
械
に
も
と
づ
く
大
工
業
の
時
代
へ
の
転
換
で
あ
る
。「
道

具
機
こ
そ
が
、
18
世
紀
産
業
革
命
の
出
発
点
」
と
な
り
（
③
６
５

６
）、「
18
世
紀
の
最
後
の
３
分
の
１
期
に
大
工
業
が
誕
生
」
す
る

（
②
４
８
７
）。
同
時
に
「
植
民
制
度
、
国
債
、
重
税
、
保
護
貿
易
、

商
業
戦
争
な
ど
、
本
来
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
時
代
の
こ
れ
ら
の

若
芽
」
が
「
大
工
業
の
幼
年
期
中
に
巨
大
に
繁
茂
」
し
た
（
④
１
３

２
２
）。
こ
の
新
し
い
「
近
代
的
生
産
様
式
」
の
「
最
初
の
被
造
物
」

は
「
綿
花
、
羊
毛
、
亜
麻
、
絹
の
紡
績
業
お
よ
び
織
布
業
」（
②
５

２
５
）
だ
っ
た
。
つ
づ
い
て
「
機
械
に
よ
っ
て
機
械
を
生
産
す
る
」

と
い
う
「
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
技
術
的
基
礎
」
を
備
え
る
こ
と
で
、

「
大
工
業
」
は
い
よ
い
よ
「
自
分
の
足
で
立
っ
た
」。
そ
れ
は
「
19
世

紀
の
最
初
の
数
十
年
」
の
こ
と
だ
っ
た
（
③
６
７
５
）。「
機
械
は
、

手
工
業
に
も
と
づ
く
協
業
と
手
工
業
的
分
業
に
も
と
づ
く
マ
ニ
ュ
フ

ァ
ク
チ
ュ
ア
と
を
排
除
す
る
」（
③
８
０
６
）。「
一
つ
の
独
自
の
資
本

主
義
的
生
産
様
式
」
は
「
最
初
は
、
資
本
の
も
と
へ
の
労
働
の
形
式

的
包
摂
を
基
礎
と
し
て
、
自
然
発
生
的
に
成
立
し
、
発
展
」
し
て
き

た
が
、
機
械
と
大
工
業
の
段
階
に
入
っ
て
「
資
本
の
も
と
へ
の
労
働

の
実
質
的
包
摂
」
に
た
ど
り
着
く
（
③
８
８
８
）。「
独
自
の
資
本
主

義
的
生
産
様
式
は
、
そ
れ
が
一
つ
の
生
産
部
門
を
征
服
し
て
し
ま
え

ば
、
ま
し
て
や
す
べ
て
の
決
定
的
な
生
産
部
門
を
征
服
し
て
し
ま
え

ば
」、「
そ
れ
は
、
い
ま
や
、
生
産
過
程
の
一
般
的
で
社
会
的
に
支
配

的
な
形
態
と
な
る
」（
③
８
９
０
）。
こ
の
段
階
で
「
封
建
的
生
産
様

式
の
資
本
主
義
的
生
産
様
式
へ
の
転
化
過
程
」（
④
１
３
１
１
）
と
し

て
の
本
源
的
蓄
積
、
す
な
わ
ち
「
資
本
の
前
史
」
は
基
本
的
に
終
了

す
る
。
そ
の
後
も
農
民
か
ら
の
土
地
収
奪
な
ど
本
源
的
蓄
積
期
と
同

様
の
事
態
は
進
行
す
る
が
、
そ
れ
は
も
は
や
資
本
主
義
的
生
産
様
式

が
支
配
す
る
新
し
い
社
会
内
部
で
の
こ
と
と
な
る（

４
）。

　

⑸
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
近
代
的
な
産
業
循
環
が
開
始
さ
れ
る
。

「
１
８
２
５
年
の
恐
慌
を
も
っ
て
大
工
業
が
は
じ
め
て
そ
の
近
代
的

生
活
の
周
期
的
循
環
を
開
始
」
し
た
。
そ
れ
は
大
工
業
が
「
幼
年

期
」
を
脱
し
た
こ
と
の
「
証
明
」
で
も
あ
っ
た
（
①
22
）。「
中
位
の

活
況
、
全
力
を
あ
げ
て
の
生
産
、
恐
慌
お
よ
び
停
滞
の
諸
期
間
」
か

ら
な
る
「
近
代
的
産
業
の
特
徴
的
な
生
活
行
路
」
は
「
資
本
主
義
的

生
産
の
幼
年
期
に
も
存
在
し
え
な
か
っ
た
」（
④
１
１
０
４
～
05
）。

　

⑹
こ
う
し
て
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
自
分
の
足
で
立
つ
こ
と

に
な
れ
ば
…
…
私
的
所
有
者
の
い
っ
そ
う
の
収
奪
が
、
新
し
い
形
態

を
と
る
」
よ
う
に
な
る
。「
い
ま
や
収
奪
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
…
…

自
営
的
労
働
者
で
は
な
く
、
多
く
の
労
働
者
を
搾
取
す
る
資
本
家
で

あ
る
」（
④
１
３
３
１
）。
急
速
に
成
長
す
る
産
業
資
本
と
「
貴
族
的

土
地
所
有
」
と
の
対
抗
は
、
大
土
地
所
有
者
の
た
め
の
穀
物
輸
入
の

制
限
や
禁
止
を
目
的
と
し
た
１
８
１
５
年
の
穀
物
法
以
来
「
公
然
と

爆
発
」（
①
22
）
し
、
１
８
４
６
年
に
同
法
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
資
本
家
た
ち
の「
千
年
王
国
が
始
ま
っ
た
」（
②
４
９
７
）。

　
［
資
本
家
と
労
働
者
と
の
闘
争
、
工
場
法
の
一
般
化
］

　

⑺
「
資
本
家
と
賃
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
闘
争
」
は
、
資
本
主
義

の
社
会
が
確
立
し
て
初
め
て
始
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
資

本
関
係
そ
の
も
の
と
と
も
に
」
始
ま
り
「
全
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

時
代
を
通
じ
て
荒
れ
続
け
」
た
（
③
７
５
１
）。
労
働
者
を
自
発
的
な

長
時
間
労
働
に
追
い
立
て
る
「
出
来
高
賃
金
」
は
14
世
紀
の
「
労
働

法
令
」
に
登
場
す
る
が
「
そ
れ
が
は
じ
め
て
比
較
的
大
き
な
活
動
の

場
を
得
る
の
は
、
本
来
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
時
代
中
の
こ
と
」

だ
っ
た
。「
大
工
業
の
疾
風
怒
濤
の
時
代
、
こ
と
に
１
７
９
７
～
１

８
１
５
年
の
時
期
に
は
、
出
来
高
賃
金
は
、
労
働
時
間
を
延
長
し
労

賃
を
切
り
下
げ
る
た
め
の
槓
杆
と
し
て
役
立
っ
た
」（
③
９
６
７
）。

資
本
主
義
的
生
産
様
式
は
「
本
来
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
時
代
に

は
」
労
働
者
規
制
法
な
ど
「
労
賃
の
法
律
的
規
制
を
実
行
不
可
能
で

不
要
な
も
の
に
す
る
の
に
十
分
な
強
さ
に
達
し
て
い
た
」（
④
１
２
９

２
）。
し
か
し
資
本
家
た
ち
は
こ
れ
を
手
放
そ
う
と
せ
ず
「
生
産
諸

関
係
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
ず
っ
と
ま
え
に
無
効
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た

あ
と
、
１
８
１
３
年
に
よ
う
や
く
正
式
に
廃
止
さ
れ
た
」（
②
４
７
３

～
４
）。
１
７
９
９
年
・
１
８
０
０
年
に
は
「（
労
働
者
の
）
団
結
を

禁
止
す
る
残
酷
な
諸
立
法
」（
団
結
禁
止
法
）
が
採
択
さ
れ
た
。
そ

れ
は
１
８
２
５
年
に
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
威
嚇
的
態
度
に
あ

っ
て
」
一
部
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
一
部
は
19
世
紀
後
半
ま
で
引
き
継

が
れ
た
（
④
１
２
９
３
～
94
）。
ま
た
「
機
械
の
採
用
以
後
に
は
じ
め

て
、
労
働
者
は
…
…
労
働
手
段
に
た
い
し
て
」
闘
っ
た
。「
労
働
者

が
、
機
械
を
そ
の
資
本
主
義
的
使
用
か
ら
区
別
し
…
…
彼
ら
の
攻
撃

を
物
質
的
生
産
手
段
そ
の
も
の
か
ら
そ
の
社
会
的
利
用
形
態
に
移
す
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こ
と
を
学
ぶ
ま
で
に
は
、
時
間
と
経
験
が
必
要
」
だ
っ
た
の
で
あ
る

（
③
７
５
１
～
52
）。

　

⑻
大
工
業
が
確
立
す
る
過
程
で
「
資
本
家
階
級
と
労
働
者
階
級
」

に
よ
る
「
長
期
に
わ
た
る
、
多
か
れ
少
な
か
れ
隠
さ
れ
て
い
る
内
乱

の
産
物
」
と
し
て
「
標
準
労
働
日
」
が
「
創
造
」
さ
れ
る
（
②
５
２

６
～
７
）。
ま
ず
「
18
世
紀
の
最
後
の
３
分
の
１
期
に
大
工
業
が
誕

生
し
て
以
来
」、
労
働
日
の
延
長
に
対
す
る
「
な
だ
れ
の
よ
う
に
強

力
で
際
限
の
な
い
突
進
が
生
じ
た
」（
②
４
８
７
）。
こ
れ
に
対
し
て

労
働
者
た
ち
は
「
死
文
に
と
ど
ま
っ
た
」「
１
８
０
２
年
か
ら
１
８

３
３
年
ま
で
（
の
）
五
つ
の
労
働
法
」
を
乗
り
越
え
て
（
②
４
８

８
）、
１
８
３
３
年
の
工
場
法
を
も
っ
て
「
近
代
産
業
に
と
っ
て
一

つ
の
標
準
労
働
日
」
を
つ
い
に
確
立
し
た
（
②
４
８
９
）。
そ
の
後
、

労
働
者
の
性
、
年
齢
、
産
業
を
こ
え
た
工
場
法
の
一
般
化
と
労
働
日

の
一
層
の
短
縮
を
実
現
さ
せ
る
中
で
、
１
８
６
６
年
に
は
ロ
ン
ド
ン

に
総
評
議
会
を
も
っ
た
国
際
労
働
者
協
会
の
大
会
が
初
め
て
開
催
さ

れ
る
。
そ
の
決
議
か
ら
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
要
旨
を
引
用
し

た
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
労
働
日
の
制
限
が
、
そ
れ
な
し
に
は
他
の
す

べ
て
の
［
改
善
と
］
解
放
の
試
み
が
失
敗
に
終
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い

先
決
条
件
で
あ
る
と
言
明
す
る
」「
我
々
は
、
労
働
日
の
法
定
の
限

度
と
し
て
８
労
働
時
間
を
提
案
す
る
」（
②
５
３
０
）。

　

⑼
「
女
性
、
年
少
者
、
児
童
が
労
働
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
産
業
部

門
に
工
場
法
が
拡
張
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
」「
自
然
発
生
的
に
進

行
す
る
産
業
革
命
は
」「
人
為
的
に
促
進
」
さ
れ
て
い
く
（
③
８
３

１
）。
非
人
間
的
な
長
時
間
労
働
の
継
続
が
困
難
と
な
り
生
産
の
機

械
化
が
広
が
っ
て
い
く
。
そ
の
結
果
「
１
８
５
３
─
１
８
６
０
年
」

に
は
「
工
場
労
働
者
の
肉
体
的
お
よ
び
精
神
的
再
生
と
手
を
た
ず
さ

え
て
」「
大
工
業
諸
部
門
の
驚
く
べ
き
発
展
」
が
見
ら
れ
た
（
②
５

２
０
）。
だ
か
ら
「
こ
ん
に
ち
の
支
配
階
級
は
、
よ
り
高
尚
な
動
機

は
別
と
し
て
、
ま
さ
に
彼
ら
自
身
の
利
害
関
係
に
よ
っ
て
、
労
働
者

階
級
の
発
達
を
さ
ま
た
げ
る
い
っ
さ
い
の
、
法
律
に
よ
っ
て
処
理
で

き
る
諸
障
害
を
取
り
の
ぞ
く
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
」（
①
13
）。

さ
ら
に
「
工
場
実
力
者
た
ち
が
不
可
避
的
な
も
の
に
順
応
し
、
そ
れ

に
た
て
つ
か
な
く
な
っ
て
か
ら
、
資
本
の
反
抗
力
は
次
第
に
弱
ま

り
、
同
時
に
他
方
で
、
労
働
者
階
級
の
攻
撃
力
が
、
直
接
に
は
利
害

関
係
の
な
い
社
会
階
層
の
な
か
で
の
彼
ら
の
同
盟
者
の
数
の
増
大
と

と
も
に
、
増
大
し
た
。
１
８
６
０
年
以
来
の
比
較
的
速
い
進
歩
は
、

そ
こ
か
ら
生
じ
」
て
い
る
（
②
５
２
０
）。
こ
れ
ら
を
総
括
し
て
マ
ル

ク
ス
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「〝
大
洪
水
よ
、
わ
が
亡
き
あ
と
に
来
た

れ
！
〟
こ
れ
が
す
べ
て
の
資
本
家
お
よ
び
す
べ
て
の
資
本
家
国
家
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
、
資
本
は
、
社
会
に
よ
っ
て
強

制
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
労
働
者
の
健
康
と
寿
命
に
た
い
し
、
な

ん
ら
の
顧
慮
も
払
わ
な
い
」（
②
４
７
１
）。「
工
場
立
法
の
一
般
化

は
、
生
産
過
程
の
物
質
的
諸
条
件
お
よ
び
社
会
的
結
合
と
と
も
に
、

生
産
過
程
の
資
本
主
義
的
形
態
の
諸
矛
盾
と
諸
敵
対
と
を
、
そ
れ
ゆ

え
同
時
に
新
し
い
社
会
の
形
成
要
素
と
古
い
社
会
の
変
革
契
機
と
を

成
熟
さ
せ
る
」（
③
８
７
７
）。

　
［
資
本
主
義
は
土
地
所
有
を
支
配
・
隷
属
関
係
か
ら
解
放
す
る
］

　

⑽
「
自
由
な
私
的
土
地
所
有
と
い
う
法
律
的
観
念
」
は
「
近
代
世

界
で
は
資
本
主
義
的
生
産
の
発
展
に
つ
れ
て
の
み
現
わ
れ
る
」（
⑪

１
１
１
４
）。
土
地
を
売
買
す
る
と
い
う
「
観
念
は
、
す
で
に
発
展
を

と
げ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に
お
い
て
の
み
出
現
し
え
た
。
そ
の
始
ま

り
は
17
世
紀
の
最
後
の
３
分
の
１
期
の
こ
と
」
で
あ
る
（
①
１
５

９
）。
資
本
主
義
的
「
生
産
様
式
は
、
一
方
で
は
、
直
接
的
生
産
者

た
ち
が
土
地
の
単
な
る
付
属
物
（
隷
農
、
農
奴
、
奴
隷
な
ど
の
形
態

で
の
）
の
地
位
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
他
方
で

は
、
人
民
大
衆
か
ら
土
地
が
収
奪
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す

る
」「
し
か
し
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
見

い
だ
す
土
地
所
有
の
形
態
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
に
は
照
応
し

て
い
な
い
」。
そ
れ
は
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
そ
の
も
の
に
よ
っ

て
、
農
業
を
資
本
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
は
じ
め
て
つ
く

り
だ
さ
れ
」
て
い
く
。
こ
う
し
て
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
偉
大

な
成
果
の
一
つ
は
…
…
資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
…
…
土
地
所
有
を

支
配
─
お
よ
び
隷
属
関
係
か
ら
す
っ
か
り
解
放
」
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
（
⑪
１
１
１
４
～
15
）。「
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
近
代
農
業
は
18

世
紀
な
か
ば
以
降
の
も
の
で
あ
る
」（
④
１
１
７
２
）。「
大
工
業
が
は

じ
め
て
、
機
械
に
よ
っ
て
資
本
主
義
的
農
業
の
恒
常
的
な
基
礎
を
与

え
、
農
村
民
の
圧
倒
的
大
多
数
を
徹
底
的
に
収
奪
し
、
家
内
的
・
農

村
的
工
業
の
根
─
─
紡
績
と
織
布
─
─
を
引
き
抜
い
て
、
そ
れ
と
農

業
と
の
分
離
を
完
成
す
る
。
そ
れ
だ
か
ら
ま
た
、
大
工
業
が
は
じ
め

て
、
産
業
資
本
の
た
め
に
国
内
市
場
全
体
を
征
服
す
る
」（
④
１
３
０

６
～
07
）。
さ
ら
に
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
」
は
「
農
耕
人
口
を

非
農
耕
人
口
に
比
べ
て
絶
え
ず
減
少
さ
せ
る
」「
な
ぜ
な
ら
、
工
業

に
お
い
て
は
、
可
変
資
本
に
比
べ
て
の
不
変
資
本
の
増
大
は
、
可
変

資
本
の
─
─
相
対
的
に
は
減
少
す
る
と
は
い
え
─
─
絶
対
的
増
大
と

結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
」
で
あ
る
（
⑪
１
１
５
４
）。

　

⑾
「
賃
労
働
者
、
資
本
家
、
お
よ
び
土
地
所
有
者
は
、
資
本
主
義

的
生
産
様
式
に
も
と
づ
く
近
代
社
会
の
三
大
階
級
を
形
成
す
る
」。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
さ
え
「
右
の
階
級
的
編
成
は
純
粋
に

は
現
わ
れ
て
い
な
い
」。
実
際
に
は
、
様
々
な
「
中
間
─
お
よ
び
過

渡
諸
階
層
」
が
存
在
す
る
。
し
か
し
「
生
産
諸
手
段
を
ま
す
ま
す
労

働
か
ら
切
り
離
し
、
分
散
し
た
生
産
諸
手
段
を
ま
す
ま
す
大
グ
ル
ー

プ
に
集
中
さ
せ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
労
働
を
賃
労
働
に
転
化
さ
せ
、

生
産
諸
手
段
を
資
本
に
転
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様

式
の
恒
常
的
な
傾
向
で
あ
り
、
発
展
法
則
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

傾
向
に
照
応
し
て
、
他
方
で
は
、
土
地
所
有
の
資
本
お
よ
び
労
働
か

ら
の
自
立
的
分
離
、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
土
地
所
有
の
、
資
本
主
義

的
生
産
様
式
に
照
応
す
る
土
地
所
有
へ
の
転
化
が
生
じ
る
」（
⑫
１

５
８
３
）。

　
［ 

新
た
な
生
産
様
式
を
準
備
す
る
株
式
会
社
、
協
同
組
合
工
場
、

信
用
制
度
］

　

⑿
「
発
展
し
た
資
本
主
義
時
代
に
は
、
一
方
で
は
大
量
の
資
本
が

個
々
人
の
手
に
集
積
さ
れ
て
お
り
、
他
方
で
は
個
別
資
本
家
と
な
ら

ん
で
協
同
し
た
資
本
家
（
株
式
会
社
）
が
現
わ
れ
、
同
時
に
信
用
制

度
が
発
展
し
て
」
い
る
（
⑥
３
７
５
）。
資
本
は
「
社
会
的
生
産
様
式

に
立
脚
し
、
生
産
諸
手
段
お
よ
び
労
働
諸
力
の
社
会
的
集
積
を
前
提

と
す
る
」。
し
か
し
、
資
本
規
模
の
巨
大
化
に
応
じ
て
形
成
さ
れ
た
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株
式
会
社
は
「
直
接
に
、
私
的
資
本
に
対
立
す
る
社
会
資
本
（
直
接

に
協
同
し
た
諸
個
人
の
資
本
）
の
形
態
を
と
る
」「
そ
れ
は
資
本
主

義
的
生
産
様
式
そ
の
も
の
の
限
界
内
で
の
、
私
的
所
有
と
し
て
の
資

本
の
止
揚
で
あ
る
」（
⑨
７
７
０
～
71
）。「
資
本
主
義
的
生
産
の
最
高

の
発
展
で
あ
る
」
株
式
会
社
の
形
成
こ
そ
「
資
本
が
…
…
協
同
し
た

生
産
者
で
あ
る
彼
ら
の
所
有
と
し
て
の
、
直
接
的
な
所
有
と
し
て
の

所
有
に
、
再
転
化
す
る
た
め
の
」
つ
ま
り
未
来
社
会
に
向
け
た
「
必

然
的
な
通
過
点
で
あ
る
」（
⑨
７
７
２
）。「
株
式
会
社
制
度
の
う
ち
に

は
、
古
い
形
態
─
─
そ
こ
で
は
社
会
的
生
産
手
段
が
個
人
的
所
有
と

し
て
現
わ
れ
る
─
─
と
の
対
立
が
確
か
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、
株

式
制
度
そ
れ
自
身
は
、
資
本
主
義
的
な
諸
制
限
の
内
部
で
、
社
会
的

な
富
と
私
的
な
富
と
い
う
富
の
性
格
の
あ
い
だ
の
対
立
を
新
た
に
つ

く
り
あ
げ
る
」（
⑨
７
７
６
）。

　

⒀
他
方
で
「
協
同
組
合
工
場
」
は
、「
最
高
の
発
展
を
と
げ
た
資

本
家
自
身
が
、
大
土
地
所
有
者
を
余
計
で
あ
る
と
す
る
の
と
同
じ
よ

う
に
、
資
本
家
が
生
産
の
機
能
者
と
し
て
は
余
計
に
な
っ
た
」
こ
と

を
「
証
明
し
て
い
る
」（
⑨
６
６
７
）。「
労
働
者
た
ち
自
身
の
協
同
組

合
工
場
は
、
古
い
形
態
の
内
部
に
お
い
て
、
古
い
形
態
の
最
初
の
突

破
で
あ
る
」。「
協
同
組
合
工
場
の
内
部
で
は
資
本
と
労
働
の
対
立
は

止
揚
さ
れ
」、「
こ
れ
ら
の
工
場
は
、
物
質
的
生
産
諸
力
の
、
お
よ
び

こ
れ
に
照
応
す
る
社
会
的
生
産
諸
形
態
の
一
定
の
発
展
段
階
に
お
い

て
、
ど
う
や
っ
て
、
あ
る
生
産
様
式
か
ら
あ
る
新
た
な
生
産
様
式
が

自
然
に
発
展
し
形
成
さ
れ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
」（
⑨
７
７
７
～

78
）。

　

⒁
「
信
用
制
度
は
、
資
本
主
義
的
私
的
企
業
が
資
本
主
義
的
株
式

会
社
に
だ
ん
だ
ん
と
転
化
す
る
た
め
の
主
要
な
基
盤
を
な
し
て
い

る
」。
同
時
に
「
多
か
れ
少
な
か
れ
国
民
的
な
規
模
で
協
同
組
合
企

業
が
だ
ん
だ
ん
と
拡
大
す
る
た
め
の
手
段
を
提
供
す
る
。
資
本
主
義

的
株
式
企
業
は
、
協
同
組
合
工
場
と
同
程
度
に
、
資
本
主
義
的
生
産

様
式
か
ら
協
同
的
生
産
様
式
へ
の
過
渡
形
態
と
み
な
さ
れ
る
」。「
た

だ
対
立
が
、
前
者
で
は
消
極
的
に
止
揚
さ
れ
、
後
者
で
は
積
極
的
に

止
揚
さ
れ
て
い
る
」（
⑨
７
７
８
）。「
信
用
制
度
は
、
生
産
諸
力
の
物

質
的
発
展
お
よ
び
世
界
市
場
の
創
出
を
促
進
す
る
」「
こ
れ
ら
の
も

の
を
、
新
た
な
生
産
様
式
の
物
質
的
基
礎
と
し
て
あ
る
程
度
の
高
さ

に
ま
で
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
歴
史
的

任
務
で
あ
る
」（
⑨
７
７
９
）。
こ
う
し
て
信
用
制
度
に
は
「
二
面
的

性
格
」
が
「
内
在
」
す
る
。「
一
方
で
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式

の
動
力
ば
ね
、
す
な
わ
ち
、
他
人
の
労
働
の
搾
取
に
よ
る
致
富
を
、

も
っ
と
も
純
粋
か
つ
巨
大
な
賭
博
と
ぺ
て
ん
の
制
度
に
ま
で
発
展
さ

せ
、
そ
し
て
社
会
的
富
を
搾
取
す
る
少
数
者
の
数
を
ま
す
ま
す
制
限

す
る
と
い
う
性
格
」
で
あ
り
「
他
方
で
は
、
新
た
な
生
産
様
式
へ
の

過
渡
形
態
を
な
す
と
い
う
性
格
」（
⑨
７
８
０
）
で
あ
る
。

　
［
資
本
同
士
の
収
奪
か
ら
労
働
者
に
よ
る
収
奪
者
の
収
奪
へ
］

　

⒂
最
後
に
マ
ル
ク
ス
は
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
過
去
と
現
在
の
延

長
線
上
に
未
来
社
会
の
あ
り
方
を
展
望
す
る
。「
資
本
主
義
的
生
産

様
式
が
自
分
の
足
で
立
つ
こ
と
に
な
れ
ば
…
…
私
的
所
有
者
の
い
っ

そ
う
の
収
奪
が
、
新
し
い
形
態
を
と
る
」。
資
本
に
よ
る
資
本
の
収

奪
で
あ
る
。「
こ
う
し
た
収
奪
は
、
資
本
主
義
的
生
産
そ
の
も
の
の

内
在
的
諸
法
則
の
作
用
に
よ
っ
て
、
諸
資
本
の
集
中
に
よ
っ
て
、
な

し
と
げ
ら
れ
る
」。「
こ
の
集
中
…
…
と
相
な
ら
ん
で
、
ま
す
ま
す
増

大
す
る
規
模
で
の
労
働
過
程
の
協
業
的
形
態
、
科
学
の
意
識
的
な
技

術
的
利
用
、
共
同
的
に
の
み
使
用
さ
れ
う
る
労
働
手
段
へ
の
労
働
手

段
の
転
化
、
結
合
さ
れ
た
社
会
的
な
労
働
の
生
産
手
段
と
し
て
の
生

産
手
段
の
使
用
に
よ
る
す
べ
て
の
生
産
手
段
の
節
約
、
世
界
市
場
の

網
の
な
か
へ
の
す
べ
て
の
国
民
の
編
入
、
し
た
が
っ
て
ま
た
資
本
主

義
体
制
の
国
際
的
性
格
が
、
発
展
す
る
。
こ
の
転
化
過
程
の
い
っ
さ

い
の
利
益
を
横
奪
し
独
占
す
る
大
資
本
家
の
数
が
絶
え
ず
減
少
し
て

い
く
に
つ
れ
て
、
貧
困
、
抑
圧
、
隷
属
、
堕
落
、
搾
取
の
総
量
は
増

大
す
る
が
、
し
か
し
ま
た
、
絶
え
ず
膨
張
す
る
と
こ
ろ
の
資
本
主
義

的
生
産
過
程
そ
の
も
の
の
機
構
に
よ
っ
て
訓
練
さ
れ
、団
結
し（vere-

inten

）、組
織
化
さ
れ
た
労
働
者
階
級
の
反
抗
も
ま
た
増
大
す
る
。

資
本
独
占
は
、
そ
れ
と
と
も
に
ま
た
そ
れ
の
も
と
で
開
花
し
た
こ
の

生
産
様
式
の
桎
梏
と
な
る
。
生
産
手
段
の
集
中
と
労
働
の
社
会
化
と

は
、
そ
れ
ら
の
資
本
主
義
的
な
外
被
と
は
調
和
し
え
な
く
な
る
一
点

に
到
達
す
る
。
こ
の
外
被
は
粉
砕
さ
れ
る
。
資
本
主
義
的
私
的
所
有

の
弔
鐘
が
鳴
る
。
収
奪
者
が
収
奪
さ
れ
る
」（
④
１
３
３
１
～
32
）。

戦
後
日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
発
達

２
　

次
に
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
歴
史
分
析
を
指

針
に
、
日
本
資
本
主
義
の
発
展
を
考
え
て
み
る
。
マ
ル
ク
ス
は
資
本

主
義
発
展
の
典
型
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
を
分
析
の
対
象
と
し
た
が
、
当

然
の
こ
と
と
し
て
、
各
国
に
「
固
有
の
歴
史
的
発
展
」（
①
24
）
が

あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
そ
の
固
有
性
は
相
当
に

独
特
で
、
封
建
的
生
産
様
式
か
ら
資
本
主
義
的
生
産
様
式
へ
の
移
行

の
基
準
と
な
る
「
独
自
の
資
本
主
義
的
生
産
様
式
」
の
成
立
の
下

に
、
そ
れ
が
「
生
産
過
程
の
一
般
的
な
、
社
会
的
に
支
配
的
な
、
形

態
に
」（
③
８
９
０
）
至
っ
た
時
期
に
つ
い
て
も
議
論
は
複
雑
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　

通
説
は
20
世
紀
初
頭
を
「
資
本
主
義
社
会
の
確
立
」
期
と
す
る
も

の
だ
が
、
他
方
で
、
た
と
え
ば
20
世
紀
初
頭
に
限
ら
れ
な
い
「
戦
前

日
本
資
本
主
義
」
の
経
済
的
な
「
構
造
的
特
質
」
と
し
て
、
①
「
産

業
構
成
上
就
業
人
口
の
６
割
か
ら
５
割
に
も
及
ぶ
農
業
部
門
の
巨
大

さ
」、
②
「
就
業
人
口
で
見
れ
ば
１
割
か
ら
高
々
25
％
ほ
ど
に
と
ど

ま
る
資
本
制
部
門
の
限
定
的
性
格
」、
③
「
中
小
商
工
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
小
生
産
部
門
の
厚
み
」、
④
「
資
本
制
部
門
に
お
け
る
軽

工
業
と
り
わ
け
繊
維
産
業
の
発
達
と
重
工
業
部
門
の
相
対
的
未
発

達
」、
⑤
「
家
族
支
配
下
の
巨
大
財
閥
資
本
に
よ
る
経
済
制
覇
」
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

５
）。
他
に
も
日
本
「
産
業
革
命
」
の
「
特
殊

性
」、「
後
進
性
」、「
早
熟
性
」
を
強
調
す
る
議
論
は
多
く
、
そ
う
で

あ
れ
ば
19
世
紀
末
の
「
企
業
勃
興
」
や
そ
の
後
の
輸
入
に
よ
る
機
械

制
大
工
業
の
部
分
的
な
「
移
植
」
か
ら
、「
戦
後
改
革
」
お
よ
び

「
高
度
成
長
期
」
に
至
る
半
世
紀
強
を
、
日
本
資
本
主
義
確
立
へ
の

歴
史
的
な
過
渡
期
と
す
る
の
が
適
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

６
）。

　
［「
戦
後
変
革
」
と
資
本
主
義
発
展
の
「
唯
一
の
歴
史
的
な
道
」］

　

問
題
を
「
戦
後
80
年
」
に
し
ぼ
っ
て
い
く
。
敗
戦
に
よ
る
米
軍
の
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占
領
下
で
天
皇
制
国
家
を
解
体
さ
れ
た
日
本
社
会
は
、
さ
ら
に
財
閥

解
体
、
労
働
改
革
、
農
地
改
革
な
ど
を
へ
て
「『
改
革
』
に
止
ま
ら

ぬ
『
変
革
』」
を
大
規
模
に
遂
げ
て
い
く（

７
）。
地
主
的
土
地
所
有
は
解

体
さ
れ
、
資
本
主
義
的
農
業
へ
の
転
換
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
小

作
人
た
ち
の
隷
属
的
地
位
は
解
消
さ
れ
た
。
占
領
政
策
の
転
換
の

後
、
日
本
に
従
属
的
な
再
軍
備
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
の
庇
護
下
で
導

入
さ
れ
た
機
械
産
業
を
中
心
と
し
た
最
新
鋭
設
備
と
、
農
村
か
ら
排

出
さ
れ
て
大
量
に
供
給
さ
れ
た
安
価
な
若
年
労
働
力
の
結
合
は
、

「
独
自
な
資
本
主
義
的
生
産
様
式
」
が
誰
の
目
に
も
「
支
配
的
」
に

見
え
る
社
会
を
成
立
さ
せ
た
。

　

そ
の
後
の
日
本
資
本
主
義
の
各
側
面
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
本
特

集
の
諸
研
究
に
ま
か
せ
る
他
に
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
「
一
つ
の
歴
史

的
な
生
産
形
態
の
諸
矛
盾
の
発
展
は
、
そ
の
解
体
と
新
た
な
形
成
と

の
唯
一
の
歴
史
的
な
道
」（
③
８
５
１
）
だ
と
述
べ
た
が
、
以
下
で
は

こ
れ
を
念
頭
に
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
こ
の
80
年
間
に
「
解
体
と
新
た
な
形
成
」
を
準
備
す
る
客

観
的
な
条
件
が
ど
の
よ
う
に
拡
大
し
た
か
に
つ
い
て
だ
が
、
資
本
の

集
中
と
相
な
ら
ん
で
「
ま
す
ま
す
増
大
す
る
規
模
で
の
労
働
過
程
の

協
業
的
形
態
、
科
学
の
意
識
的
な
技
術
的
利
用
、
共
同
的
に
の
み
使

用
さ
れ
う
る
労
働
手
段
へ
の
労
働
手
段
の
転
化
、
結
合
さ
れ
た
社
会

的
な
労
働
の
生
産
手
段
と
し
て
の
生
産
手
段
の
使
用
に
よ
る
す
べ
て

の
生
産
手
段
の
節
約
、
世
界
市
場
の
網
の
な
か
へ
の
す
べ
て
の
国
民

の
編
入
、
し
た
が
っ
て
ま
た
資
本
主
義
体
制
の
国
際
的
性
格
が
、
発

展
」（
④
１
３
３
１
～
32
）
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
資
本
の
巨
大

化
と
そ
の
活
動
の
国
際
化
は
き
わ
め
て
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　

た
だ
し
、
マ
ル
ク
ス
が
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
そ
の
も
の
の
限

界
内
で
の
、
私
的
所
有
と
し
て
の
資
本
の
止
揚
」（
⑨
７
７
１
）
と
述

べ
た
株
式
会
社
は
、
巨
大
な
株
主
に
よ
る
経
営
支
配
の
強
化
な
ど
所

有
と
経
営
の
分
離
を
深
め
る
こ
と
で
、
一
方
で
は
企
業
経
営
そ
の
も

の
に
と
っ
て
の
資
本
の
不
要
を
示
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
配
当
の

拡
大
に
向
け
て
労
働
者
の
賃
金
カ
ッ
ト
を
強
く
求
め
る
な
ど
「
株
式

制
度
そ
れ
自
身
は
、
資
本
主
義
的
な
諸
制
限
の
内
部
で
、
社
会
的
な

富
と
私
的
な
富
と
い
う
富
の
性
格
の
あ
い
だ
の
対
立
を
新
た
に
つ
く

り
あ
げ
る
」（
⑨
７
７
６
）
と
い
う
側
面
を
よ
り
あ
か
ら
さ
ま
な
も
の

と
し
て
い
る
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
は
「
信
用
制
度
」
が
「
多
か
れ
少
な

か
れ
国
民
的
な
規
模
で
協
同
組
合
企
業
が
だ
ん
だ
ん
と
拡
大
す
る
た

め
の
手
段
を
提
供
す
る
」（
⑨
７
７
８
）
と
も
し
た
が
、
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
的
に
見
て
も
、
労
働
者
に
よ
る
協
同
組
合
企
業
が
顕
著
に

増
加
し
て
い
る
事
実
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
巨
大
化
し
た
企
業
経

営
の
民
主
的
運
営
か
ら
社
会
的
所
有
へ
と
進
む
道
は
、
今
の
と
こ
ろ

経
営
内
部
で
の
労
働
者
運
動
の
発
達
と
、
か
つ
て
の
イ
ギ
リ
ス
工
場

法
が
成
し
た
と
の
同
じ
く
「
国
法
」
を
通
じ
て
「
社
会
」
の
意
思
を

資
本
に
「
強
制
」（
②
４
７
１
）
す
る
他
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　
［
労
働
者
階
級
の
発
達
の
三
つ
の
側
面
と
到
達
点
］

　

次
に
「
諸
矛
盾
の
発
展
」
の
「
歴
史
的
な
道
」
を
進
む
に
は
、
右

の
客
観
的
条
件
を
労
働
者
階
級
は
じ
め
社
会
の
多
数
者
の
た
め
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
主
体
的
条
件
の
発
達
が
不
可
欠
で
あ
る
。
不
破
哲

三
氏
は
『
資
本
論
』
の
中
に
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
発
展
に
と
も

な
う
労
働
者
階
級
の
発
達
の
論
理
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
①

労
働
者
が
自
分
と
そ
の
階
級
の
存
続
を
守
る
た
め
の
階
級
闘
争
の
必

然
性
（
主
に
第
１
部
第
８
章
の
労
働
日
を
め
ぐ
る
闘
い
の
検
討
か

ら
）、
②
労
働
者
階
級
が
新
社
会
建
設
の
主
体
に
成
長
す
る
必
然
性

（
主
に
第
１
部
第
４
編
で
の
単
純
協
業
か
ら
機
械
制
大
工
業
に
い
た

る
生
産
様
式
の
発
展
を
検
討
す
る
中
で
）、
③
労
働
者
階
級
が
資
本

主
義
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
行
う
闘
争
の
必
然
性
（
第
１
部
第
７
編

資
本
の
蓄
積
過
程
の
検
討
の
中
で
）
の
三
つ
を
指
摘
し
た（

８
）。

　

こ
れ
に
そ
っ
て
戦
後
80
年
を
振
り
返
る
な
ら
、
①
に
つ
い
て
は
、

１
９
１
６
年
に
施
行
さ
れ
た
工
場
法
に
は
成
人
男
性
の
労
働
時
間
に

は
規
制
が
な
く
、
む
し
ろ
国
力
維
持
の
た
め
の
労
働
力
保
護
を
目
指

し
た
が
、
１
９
４
７
年
施
行
の
労
働
基
準
法
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
よ
う
な
労
働
者
と
資
本
家
の

「
内
乱
」
の
産
物
で
は
な
く
、
占
領
軍
に
よ
る
「
労
働
改
革
」
の
一

環
と
し
て
労
資
双
方
に
と
っ
て
上
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
同
法
の
「
36
協
定
」
に
よ
る
労
働
時
間
規
制
の
無
効
化

や
、
そ
の
後
の
労
働
者
運
動
に
よ
る
時
短
闘
争
の
未
熟
さ
も
あ
っ

て
、
戦
後
日
本
の
資
本
主
義
は
「
過
労
死
」
を
国
際
語
に
す
る
異
常

を
と
も
な
い
な
が
ら
、
世
界
有
数
の
長
時
間
労
働
国
家
を
21
世
紀
の

今
日
ま
で
継
続
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
戦
前
来
の
古
い
思
想
と
と
も

に
「
男
は
長
時
間
労
働
、
女
は
家
庭
と
非
正
規
労
働
」
と
い
う
悪
し

き
性
別
役
割
分
業
を
固
定
化
さ
せ
る
強
固
な
経
済
的
条
件
と
も
な
っ

た
。
同
じ
資
本
主
義
の
経
済
大
国
で
あ
り
な
が
ら
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン

ス
が
週
35
時
間
労
働
を
達
成
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で

も
日
本
に
大
き
く
水
を
あ
け
て
い
る
現
実
の
背
後
に
は
、
労
働
者
階

級
の
闘
う
力
の
発
達
に
お
け
る
双
方
の
落
差
が
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ

は
、
労
働
日
の
制
限
が
、
そ
れ
な
し
に
は
他
の
す
べ
て
の
［
改
善

と
］
解
放
の
試
み
が
失
敗
に
終
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
先
決
条
件
で
あ

る
と
言
明
す
る
」（
②
５
３
０
）。
現
代
日
本
の
労
働
者
階
級
は
こ
の

「
先
決
条
件
」
の
確
保
を
、
賃
上
げ
と
と
も
に
最
優
先
の
課
題
と
位

置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
機
械
制
大
工
業
の
一
般
化
に
よ
っ
て
労
働
者
が

「
全
体
労
働
者
」
と
し
て
集
団
的
に
生
産
を
担
う
能
力
を
潜
在
的
に

発
達
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
に

よ
っ
て
結
合
を
強
制
さ
れ
た
労
働
者
集
団
と
い
う
制
限
を
越
え
、
労

働
者
が
生
産
の
担
い
手
と
し
て
の
能
力
を
よ
り
自
発
的
に
高
め
て
い

く
に
は
、
労
働
条
件
の
改
善
に
止
ま
ら
ず
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」

の
発
揮
な
ど
経
営
目
的
そ
の
も
の
を
民
主
的
に
改
革
す
る
意
思
と
能

力
を
も
っ
た
、
さ
ら
に
高
い
水
準
の
労
働
者
運
動
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
点
で
も
労
働
組
合
へ
の
加
入
率
の
低
下
や
高
度
成
長
期
以
来
の

「
労
資
協
調
主
義
」
の
強
い
影
響
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
労
働
者

階
級
と
し
て
の
発
達
の
課
題
は
な
お
大
き
い
と
言
わ
ず
に
お
れ
な

い
。

　

こ
れ
ら
に
関
わ
っ
て
は
「
国
体
護
持
」
を
絶
対
的
優
先
事
項
と

し
、
こ
れ
に
反
す
る
一
切
の
改
革
運
動
を
許
さ
な
か
っ
た
戦
前
社
会

を
抜
け
出
し
て
未
だ
80
年
で
し
か
な
い
と
い
う
「
時
間
と
経
験
」
の

不
足
も
直
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
法
を
め
ぐ
る
労
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資
の
階
級
的
「
内
乱
」
の
開
始
が
18
世
紀
終
わ
り
と
早
か
っ
た
こ
と

の
背
後
に
は
、
資
本
主
義
社
会
そ
の
も
の
の
確
立
の
時
期
の
早
さ
が

あ
っ
た
。
労
働
者
階
級
の
発
達
に
も
そ
れ
を
容
易
に
は
飛
び
越
す
こ

と
の
で
き
な
い
「
歴
史
的
な
道
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

③
は
資
本
主
義
の
歴
史
的
制
約
を
乗
り
越
え
て
新
し
い
社
会
を
め

ざ
す
運
動
の
必
然
性
だ
が
、
そ
れ
に
は
、
①
②
の
点
で
の
「
資
本
主

義
の
枠
内
」
で
の
社
会
改
革
を
自
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
達
成
す

る
実
体
験
の
積
み
重
ね
と
、
資
本
主
義
社
会
の
し
く
み
や
さ
ら
な
る

発
展
の
展
望
に
か
ん
す
る
知
見
の
社
会
的
共
有
が
必
要
と
な
る
。
生

活
の
改
善
や
平
和
、
民
主
主
義
の
拡
充
な
ど
に
向
け
た
改
革
の
実
現

は
、
他
方
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
達
成
さ
れ
得
な
い
諸
問
題
を
次
第

に
あ
ぶ
り
出
し
、
資
本
主
義
自
体
を
抜
け
出
す
必
要
へ
の
共
通
理
解

を
深
め
て
い
く
。
社
会
の
し
く
み
や
歴
史
に
か
ん
す
る
学
習
と
労
働

者
運
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
の
二
つ
が
、
労
働
者
階
級
の
発
達
を
促

進
す
る
最
重
要
の
要
因
で
あ
る
。

　
［
社
会
改
革
に
自
主
性
・
創
造
性
を
発
揮
し
な
い
資
本
家
階
級
］

　

他
方
、
資
本
家
階
級
の
発
達
に
も
目
を
向
け
て
お
け
ば
、
日
本
の

資
本
家
は
、
戦
前
社
会
に
あ
っ
て
は
地
主
的
土
地
所
有
と
の
対
抗
と

相
互
依
存
の
中
に
あ
り
、
政
治
的
に
は
天
皇
制
国
家
や
軍
部
の
強
い

圧
力
を
受
け
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
体
制
を
転
換
す
る
た
め
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
も
つ
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
実
際
、
封
建
制
か
ら
資
本

制
へ
の
最
終
的
な
転
換
は
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
に
よ
る
「
変
革
」
を
待

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
日
本
の
資
本
家
階
級
に
は
、
資
本
主
義
社

会
の
確
立
に
向
け
た
変
革
の
主
体
と
し
て
集
中
的
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
歴
史
が
な
い
。「
日
本
国
憲
法
」
に
象
徴
さ
れ
る
戦
後
民

主
主
義
へ
の
転
換
も
、
資
本
家
た
ち
が
育
ん
だ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主

義
の
実
現
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
戦
時
の
「
産
業

報
国
」
の
責
任
を
問
わ
れ
た
占
領
軍
に
よ
る
追
放
処
分
が
解
除
さ
れ

た
後
、
財
界
団
体
が
た
だ
ち
に
巨
大
軍
隊
の
再
建
に
動
き
出
し
た
こ

と
や
、「
朝
鮮
戦
争
」
を
機
に
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
な
ど
野
蛮
な
思
想

差
別
を
自
ら
積
極
的
に
推
進
し
た
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
た
。
戦
後

日
本
資
本
主
義
の
形
成
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
な
出
発
点
は
占
領
軍

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
。
１
９
５
２
年
の
「
独
立
」
後
も
ア
メ
リ
カ

に
よ
る
軍
事
・
外
交
分
野
で
の
支
配
に
く
わ
え
、「
朝
鮮
特
需
」
や

そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
経
済
援
助
へ
の
依
存
を
進
ん
で
深
め
、

１
９
６
０
年
の
新
安
保
条
約
第
２
条
で
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
経
済
「
協

力
」
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
。

　

図
は
戦
後
日
本
の
経
済
成
長
率
の
推
移
だ
が
、
大
き
く
３
段
階
に

わ
か
れ
て
急
速
な
低
下
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
と
り

わ
け
最
近
の
「
失
わ
れ
た
」
時
代
の
市
民
生
活
は
悲
惨
だ
が
、
こ
う

し
た
段
階
的
な
低
落
へ
の
転
期
に
も
、
経
済
や
社
会
の
発
展
に
向
け

て
創
造
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
よ
う
と
し
な
い
日
本
の
資
本
家

階
級
の
特
徴
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
第
１
段
階
の
高
度
経
済
成
長

期
に
は
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の
軍
事
大
国
と
し
て
の
復
活
と
い
う

外
的
要
請
を
大
前
提
に
、
最
新
鋭
の
生
産
設
備
を
導
入
し
な
が
ら
不

足
す
る
労
働
力
を
農
村
か
ら
の
「
流
動
化
政
策
」
に
よ
っ
て
調
達
す

る
一
方
、
戦
時
の
長
時
間
労
働
を
継
続
し
、
戦
前
来
の
女
性
蔑
視
を

賃
金
は
じ
め
雇
用
に
お
け
る
権
利
の
性
別
格
差
に
活
用
し
、
ま
た
軍

隊
内
部
の
そ
れ
を
ふ
く
む
戦
時
の
人
間
的
上
下
関
係
や
戦
前
来
の
古

い
「
家
族
」
意
識
を
も
地
盤
に
「
日
本
的
労
資
協
調
主
義
」
を
形
成

す
る
な
ど
、
日
本
の
財
界
・
大
資
本
は
目
の
前
に
与
え
ら
れ
た
条
件

の
下
で
の
利
潤
追
求
に
は
「
労
働
者
の
健
康
と
寿
命
に
た
い
し
、
な

ん
ら
の
顧
慮
も
払
わ
な
い
」（
②
４
７
１
）
が
む
し
ゃ
ら
な
突
進
力
を

発
揮
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
時
期
の
後
半
に
は
「
協
力
」（
従
属
）

を
約
束
し
た
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
多
く
の
産
業
で
「
貿
易
摩
擦
」
を

生
じ
さ
せ
る
と
い
う
、
自
ら
の
分
を
わ
き
ま
え
な
い
大
局
観
の
欠
如

も
露
呈
し
た
。

　

１
９
６
８
年

に
は
西
ド
イ
ツ

を
抜
い
て
日
本

経
済
は
西
側
世

界
第
２
位
の
Ｇ

Ｎ
Ｐ
（
国
民
総

生
産
）
を
達
成

す
る
が
、
当
時

「
戦
後
最
悪
」

と
い
わ
れ
た
１

９
７
４
～
75
年

の
世
界
恐
慌
を

き
っ
か
け
に
低

成
長
時
代
に
突

入
す
る
。
１
９

７
１
年
に
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
金
ド
ル
交
換
停
止
が
発
表
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減
価
す
る
ド
ル
を
そ
の
後
も
も
ち
続
け
る
一

方
、
財
界
は
賃
上
げ
抑
制
と
「
労
働
戦
線
の
右
寄
り
再
編
」
に
よ
る

労
働
者
犠
牲
の
低
コ
ス
ト
を
武
器
に
米
欧
へ
の
集
中
豪
雨
的
輸
出
に

邁
進
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
る
「
日
本
の
一
人
勝
ち
」
に
対
す

る
米
欧
の
強
い
反
発
を
前
に
、
１
９
８
５
年
に
は
大
幅
円
高
を
進
め

る
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
屈
伏
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
輸
出
条
件
の
悪
化

に
は
、
円
高
に
賃
下
げ
で
対
応
す
る
「
悪
魔
の
サ
イ
ク
ル
」
の
進
展

と
、
生
産
拠
点
の
ア
ジ
ア
展
開
の
拡
大
な
ど
で
対
処
す
る
が
、
そ
れ

は
い
ず
れ
も
内
需
を
萎
縮
さ
せ
、
長
期
的
に
日
本
経
済
の
力
を
弱
め

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
１
９
８
９
年
の
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
の
崩
壊
に
始
ま
る
ソ

連
・
東
欧
崩
壊
を
き
っ
か
け
に
ア
メ
リ
カ
は
「
経
済
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
」
戦
略
を
発
動
す
る
が
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
「
新
自
由
主

義
」
的
改
革
と
「
ゼ
ネ
コ
ン
国
家
」
化
の
両
面
で
の
「
協
力
」
要
請

を
と
も
に
受
け
入
れ
た
財
界
・
大
資
本
は
、「
バ
ブ
ル
」
の
徒あ

だ

花ば
な

も

咲
か
せ
な
が
ら
、
日
本
経
済
を
国
家
財
政
の
大
赤
字
と
国
内
消
費
力

の
さ
ら
な
る
減
退
に
よ
っ
て
90
年
代
以
降
の
「
失
わ
れ
た
」
時
代
に

突
入
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
間
に
も
世
界
的
に
肥
大
化
し
た
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
で
の
利
殖
を

含
め
て
、
少
数
の
巨
大
資
本
は
内
部
留
保
を
膨
ら
ま
せ
続
け
た
が
、

２
０
０
０
年
に
世
界
第
２
位
だ
っ
た
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総

生
産
）
を
世
界
第
38
位
に
ま
で
落
ち
込
ま
せ
、
世
界
の
経
済
大
国
の

中
で
唯
一
30
年
近
く
も
実
質
賃
金
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
き
た
日
本
経

図　経済成長率の推移
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（％）

（年度）
（注）複数年度平均は各年度数値の単純平均。1980年度以前は「平成12

年版国民経済計算年報」（63SNAベース）、1981～94年度は年報（平
成21年度確報、93SNA）による。それ以降は2008SNAに移行。2025
年4－6月期1次速報値〈2025年8月15日公表〉。

（出所）社会実情データ図鑑。

1956－73年度
平均9.1％

91－24年度
平均0.8％

74－90年度
平均4.2％
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済
の
劣
化
に
つ
い
て
、
財
界
・
大
資
本
は
ま
る
で
無
関
心
を
決
め
込

ん
で
い
る
。
労
働
者
か
ら
の
「
苦
情
に
答
え
て
資
本
は
言
う
─
─
わ

れ
ら
が
楽
し
み
（
利
潤
）
を
増
す
が
ゆ
え
に
、
わ
れ
ら
、
か
の
艱
苦

に
悩
む
べ
き
か
？
」（
②
４
７
１
）。

　
［
資
本
家
階
級
に
民
主
的
改
革
を
迫
る
労
働
者
階
級
の
運
動
を
］

　

財
界
を
代
表
す
る
日
本
経
団
連
の
諸
方
針
は
、
時
々
の
状
況
に
あ

わ
せ
て
、
加
盟
す
る
巨
大
企
業
の
利
潤
追
求
の
要
求
を
そ
れ
ぞ
れ
の

力
に
応
じ
て
束
ね
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
「
公
共
」
的

理
念
に
も
と
づ
き
積
極
的
な
社
会
・
経
済
づ
く
り
の
提
案
を
行
う
も

の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
資
本
家
階
級
に
お
け
る
民

主
主
義
の
未
発
達
つ
ま
り
は
野
蛮
で
あ
か
ら
さ
ま
な
儲
け
第
一
主
義

が
、
本
来
そ
れ
を
是
正
す
べ
き
労
働
者
階
級
の
未
発
達
に
よ
っ
て
許

さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
的
な
関
係
で
あ
る
。「〝
大
洪
水
よ
、
わ
が

亡
き
あ
と
に
来
た
れ
！
〟
こ
れ
が
す
べ
て
の
資
本
家
お
よ
び
す
べ
て

の
資
本
家
国
家
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
、
資
本
は
、

社
会
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
労
働
者
の
健
康
と
寿

命
に
た
い
し
、
な
ん
ら
の
顧
慮
も
払
わ
な
い
」（
②
４
７
１
）。
こ
の

指
摘
は
狭
く
工
場
内
の
労
働
条
件
の
問
題
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
１
億
２
０
０
０
万
の
人
間
が
暮
ら
す
日
本
の
社
会
に
あ
っ
て

「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
日
本
経
済
の
再
生

は
ど
の
よ
う
に
目
指
さ
れ
る
べ
き
か
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
積

極
的
な
判
断
と
政
策
を
資
本
に
「
強
制
」
す
る
知
恵
と
力
が
、
現
代

日
本
の
労
働
者
階
級
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
注
）

（
１
）
こ
の
点
は
次
の
論
文
で
検
討
し
た
。
石
川
康
宏
「
世
界
情
勢
の
発

展
と
『
帝
国
主
義
』
─
─
レ
ー
ニ
ン
の
時
代
と
今
日
」（『
経
済
』
２
０

０
４
年
６
月
号
）、「
資
本
主
義
の
発
展
段
階
を
考
え
る
」（『
経
済
』
２

０
１
５
年
１
月
号
）、「『
帝
国
主
義
論
』
の
現
代
的
意
義
を
考
え
る
」

（『
経
済
』
２
０
１
７
年
11
月
号
）
な
ど
。

（
２
）
日
本
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
発
達
に
つ
い
て
は
「
資
本
主
義
の

誕
生
、
発
展
、
死
滅
と
労
働
者
階
級
」（『
経
済
』
２
０
１
７
年
５
月

号
）、「
革
命
家
マ
ル
ク
ス
と
経
済
学
の
す
す
め
」（『
経
済
』
２
０
１
８

年
５
月
号
）
等
で
述
べ
て
き
た
。

（
３
）
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
か
ら
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
、
新
日
本

出
版
社
の
『
新
版
・
資
本
論
』
の
第
１
冊
11
㌻
を
①
11
の
よ
う
に
書
き

添
え
て
い
く
。
た
だ
し
訳
文
に
つ
い
て
は
一
部
を
変
更
し
て
い
る
場
合

が
あ
る
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
の
草
稿
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
書
き
換
え
て
い
る

場
合
に
は
、
元
の
マ
ル
ク
ス
の
文
章
に
も
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
こ
の
注
を
添
え
た
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
『
新
版
』
が
「
交
易
」

と
訳
し
た“

V
erkehr”

の
訳
語
を
「
交
通
」
に
変
更
し
た
。「
交
易
」

は
商
品
な
ど
物
品
の
交
換
を
意
味
す
る
用
語
だ
が
、
マ
ル
ク
ス
は
若
い

時
代
か
ら
次
の
よ
う
に
幅
広
く
人
間
関
係
や
そ
れ
を
つ
く
る
制
度
を
示

す
も
の
と
し
て
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
。「
人
間
は
、
彼
ら
の
交
通

（V
erkehrs 

［com
m

erce

］）
の
様
式
が
も
は
や
既
得
の
生
産
諸
力
に

対
応
し
な
く
な
っ
た
瞬
間
か
ら
、
す
べ
て
の
彼
ら
の
伝
来
の
社
会
的
形

態
を
変
え
る
よ
り
ほ
か
は
な
く
な
り
ま
す
。
─
─
私
は
こ
こ
で
は 

com
m

erce 

と
い
う
こ
と
ば
を
、
わ
れ
わ
れ
が
ド
イ
ツ
語
で V

er-
kehr 

と
い
う
場
合
と
同
じ
に
も
っ
と
も
一
般
的
な
意
味
で
用
い
て
い

る
の
で
す
。
─
─
た
と
え
ば
、
宣
誓
職
組
合
と
同
職
組
合
の
特
権
、
そ

の
制
度
、
中
世
の
規
制
主
義
的
体
制
」（「
マ
ル
ク
ス
か
ら
ア
ン
ネ
ン
コ

フ
へ
の
手
紙
」
１
８
４
６
年
12
月
28
日
、
大
月
書
店
『
マ
ル
ク
ス
＝
エ

ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
４
巻
、
５
６
４
㌻
、
同
全
集
で
は
「
彼
ら
の
交

通
」
は
「
彼
ら
の
交
易
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
）。
し
た
が
っ
て
マ
ル
ク

ス
が
『
資
本
論
』
で
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
と
、
こ
れ
に
照
応
す
る

生
産
諸
関
係
お
よ
び
交
通
諸
関
係
」
と
述
べ
る
時
、
そ
の
「
交
通
諸
関

係
」
に
は
「
生
産
諸
関
係
」
に
含
ま
れ
な
い
政
治
的
・
法
的
な
人
間
関

係
や
、
労
働
者
の
団
結
、
労
資
の
階
級
闘
争
、
家
族
の
あ
り
方
な
ど
、

現
に
『
資
本
論
』
中
に
登
場
し
て
く
る
様
々
な
人
間
関
係
が
広
く
含
ま

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

（
４
）「
生
産
様
式
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
様
々
な
見
解
が
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
マ
ル
ク
ス
が
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
に
か
か
わ
っ
て
述
べ
た

「
資
本
は
、
労
働
過
程
の
技
術
的
お
よ
び
社
会
的
諸
条
件
を
、
し
た
が

っ
て
生
産
様
式
そ
の
も
の
を
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
③
５
５

８
）
と
の
文
章
に
も
と
づ
い
て
、「
労
働
過
程
の
技
術
的
お
よ
び
社
会

的
諸
条
件
」
と
と
ら
え
て
お
く
。
技
術
的
条
件
は
労
働
過
程
に
お
け
る

労
働
力
、
労
働
手
段
、
労
働
対
象
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
や
相
互
の
関
係

を
示
し
、
労
働
過
程
に
お
け
る
社
会
的
諸
条
件
は
労
働
力
（
生
産
者
）

の
編
成
の
仕
方
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。
ド
イ
ツ
語
版
で
の
「
相
対
的

剰
余
価
値
の
生
産
は
労
働
の
技
術
的
諸
過
程
お
よ
び
社
会
的
諸
編
成
を

徹
底
的
に
変
革
す
る
」
に
つ
づ
け
て
フ
ラ
ン
ス
語
版
『
資
本
論
』
に
は

「
だ
か
ら
、
そ
れ
は
、
本
来
の
資
本
主
義
的
生
産
様
式
と
と
も
に
発
展

す
る
」
と
い
う
文
章
が
あ
っ
た
が
（
③
８
８
８
）、
こ
れ
も
右
と
同
じ

内
容
に
な
っ
て
い
る
。『
資
本
論
』
の
本
文
が
「
資
本
主
義
的
生
産
様

式
が
支
配
し
て
い
る
諸
社
会
の
『
富
』
は
」（
①
65
）
と
始
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
自
身
が
研
究
す
る
資
本
主
義
の
社
会
を
資

本
主
義
的
生
産
様
式
一
色
に
塗
り
固
め
ら
れ
た
社
会
と
と
ら
え
て
は
い

な
い
。
社
会
に
は
様
々
な
生
産
様
式
が
併
存
す
る
が
、
そ
の
中
で
資
本

主
義
的
生
産
様
式
が
支
配
的
と
な
れ
ば
─
─
そ
の
た
め
に
は
「
独
自
の

資
本
主
義
的
生
産
様
式
」
で
あ
る
大
工
業
が
必
要
だ
っ
た
が
─
─
、
そ

れ
を
資
本
主
義
が
確
立
し
た
社
会
と
マ
ル
ク
ス
は
と
ら
え
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
「
生
産
様
式
」
と
い
う
用
語
に
「
生
産
方
法
と
い
う
技
術
的

意
味
」
と
「
生
産
様
式
と
い
う
体
制
的
な
意
味
」
の
二
つ
を
区
別
し
て

こ
れ
を
仕
分
け
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。
牧
野
広
義
『
現
代
唯

物
論
の
探
究
』（
文
理
閣
、
１
９
９
８
年
）、
２
３
３
～
２
３
６
㌻
も
参

照
の
こ
と
。

（
５
）
原
朗
「
被
占
領
下
の
戦
後
変
革
」（
石
井
寛
治
・
原
朗
・
武
田
晴
人

編
『
日
本
経
済
史 

４ 

戦
時
・
戦
後
期
』
東
京
大
学
出
版
会
）、
２
６

２
㌻
。

（
６
）
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
も
と
づ
く
試
論
と
し
て
、
石
川
康
宏
「
日

本
資
本
主
義
の
発
展
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」（『
経
済
』
２
０
１
５
年
11

月
号
、
加
筆
の
う
え
同
タ
イ
ト
ル
で
渡
辺
治
他
『
戦
後
70
年
の
日
本
資

本
主
義
』
新
日
本
出
版
社
、
２
０
１
６
年
に
所
収
）、「『
資
本
論
』
第

１
部
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
論
」（
関
西
唯
物
論
研
究
会
『
唯
物

論
と
現
代
』
第
58
号
、
２
０
１
７
年
11
月
）、「『
明
治
１
５
０
年
』
と

日
本
資
本
主
義
の
形
成
」（
関
西
唯
物
論
研
究
会
編
『
唯
物
論
と
現

代　

近
現
代
日
本
と
思
想
の
課
題
』
第
60
号
、
２
０
１
９
年
６
月
）
等

が
あ
る
。

（
７
）
原
朗
「
戦
後
変
革
と
日
本
資
本
主
義
」（『
経
済
』
２
０
１
８
年
11

月
号
）。
同
氏
は
「
幕
末
維
新
期
や
明
治
維
新
を
『
維
新
変
革
』
と
い

う
な
ら
ば
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
『
戦
後
変
革
』
と
呼
べ
る
大
き
な
階
級

配
置
の
変
貌
だ
っ
た
」（
68
㌻
）
と
戦
後
改
革
の
歴
史
的
意
義
を
強
調

さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
不
破
哲
三
「
社
会
変
革
の
主
体
的
条
件
を
探
求
す
る
」（
同
『
マ
ル

ク
ス
「
資
本
論
」　

発
掘
・
追
跡
・
探
求
』
新
日
本
出
版
社
、
２
０
１

３
年
）。�


